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船舶事故調査報告書 

 

                              令和８年５月１３日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

委   員  伊 藤 裕 康（部会長） 

                         委   員  上 野 道 雄 

                         委   員  高 橋 明 子 

 

事故種類 乗組員死亡 

発生日時 令和６年１１月１９日 １３時１０分頃 

発生場所 宮城県金華山東北東方沖 

 金華山灯台から真方位０７６°３９９海里（Ｍ）付近 

 （概位 北緯３９°３７.０′ 東経１４９°５６.０′） 

事故の概要  漁船二十三号海
かい

徳
とく

丸が航行中、乗組員１人は、ビットに腰部を打っ

て負傷し、その後死亡した。 

事故調査の経過  令和６年１１月２５日、本事故の調査を担当する主管調査官（横浜

事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

漁船 二十三号海徳丸、１１１トン 

 １３２６５２、外浦漁業協同組合 

 ２８.７０ｍ（Lr）×５.４８ｍ×２.４０ｍ、ＦＲＰ 

 ディーゼル機関、７３５kＷ、平成３年２月 

（写真１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 乗組員等に関する情報 船長 ５７歳 

 五級海技士（航海）（履歴限定） 

  免 許 年 月 日 昭和６２年３月２６日 

  免 状 交 付 年 月 日 令和元年１２月６日 

  免状有効期間満了日 令和６年１２月２４日 

漁労長 ５３歳 

 四級海技士（航海）（履歴限定） 

写真１ 本船 
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  免 許 年 月 日 平成７年２月２日 

  免 状 交 付 年 月 日 令和２年１２月２２日 

  免状有効期間満了日 令和７年１２月２５日 

機関士Ａ ７６歳 

 四級海技士（機関）（機関限定） 

  免 許 年 月 日 平成５年２月４日 

  免 状 交 付 年 月 日 令和４年１２月１６日 

  免状有効期間満了日 令和１０年２月３日 

 死傷者等 死亡 １人（機関士Ａ） 

 損傷 なし 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 北西、風力 ４、視界 良好 

海象：波高 約２～３ｍ 

 事故の経過  本船は、船長、漁労長及び機関士Ａほか１５人（日本国籍８人、イ

ンドネシア共和国籍７人（特定技能外国人５人、外国人技能実習生２

人））が乗り組み、かつお
．．．

一本釣り漁の目的で、令和６年１１月１６日

宮城県気仙沼市気仙沼港を出航し、金華山東北東方沖の漁場に向かっ

た。 

 本船は、１８日から金華山東北東方沖約３８０Ｍで操業を開始し

た。翌１９日は０４時００分頃から漁労長が操船に当たり、東方に向

けて約１０ノットの対地速力で魚群を探索しながら航行していたとこ

ろ、１３時１０分頃に左舷後方から突き上げる斜め追い波（以下「本

件斜め追い波」という。）を受けた。 

機関士Ａは、左舷後部の階段（以下「本件待機場所」という。）に座

り、後方を向いた状態で待機していたところ、本件斜め追い波を受け

たはずみで体が宙に浮いて甲板上に着地した後、よろめきながら前の

めりに倒れ込む形で右舷側へ移動し、右舷後部に設置された２本の 

ビットのうち船尾側のビット（以下「本件ビット」という。）に右腰部

を強打した。（写真２～４参照） 
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後部甲板の中央付近に座って待機していた乗組員及び船橋から後部

甲板に移動中の乗組員は、機関士Ａが本件ビットに右腰部を強打する

状況を目撃した。 

船長及び漁労長は、乗組員から機関士Ａが負傷したことを聞き、機

関士Ａの容体を確認し、意識があり外傷はなかったものの、痛みがあ

る様子なので機関士Ａを安静にさせたが、その後も痛みのある様子が

続いたので１５時頃に早めに帰航することを決め、漁の後片付け等を

済ませて、１８時頃に気仙沼港への帰航を開始した。 

機関士Ａは、船室の寝台で休息していたが、２２時頃に乗組員に付

き添われてトイレに行ったものの、翌２０日０５時５０分頃、朝食の

ため起こしに行った乗組員によって、寝台で吐血し、脈がない状態で

発見された。 

本件ビット 

本件待機場所 

写真２ 船体後部 

写真４ 機関士Ａが強打した状況 

（再現） 

本件ビット 

船尾 船尾 

写真３ 本件待機場所での機関士

Ａの待機状況（再現） 



 

- 4 - 

漁労長は、乗組員から機関士Ａの状況を聞き、０６時頃に１１８番

通報を行った。また、病院の医師から助言を受けたところ、既に機関

士Ａは死亡しているとの判断がなされた。 

船長及び漁労長は、海上保安庁の指示に従い、２１日００時２０分

頃に気仙沼港に到着した。 

機関士Ａは、海上保安庁へ搬送され、その後、気仙沼市内の病院の

医師によって、死因が骨盤骨折による出血性ショック、死亡推定時刻

が２０日００時頃と検案された。 

（付図１ 事故発生場所概略図 参照） 

 その他の事項 (1) 機関士Ａに関する情報 

   機関士Ａは、約４０年間の漁業経験があり、本船には約３２年前

から乗り組むようになり、本事故の約３年前までは機関長を務めて

いた。 

機関士Ａは、本事故当時、ヘルメット及びナイロン製のカッパを

着用し、ゴム長靴を履いていた。また、作業用救命衣をカッパの内

側に着用していた。 

機関士Ａは、健康状態に問題はなく、本事故発生前に体調不良を

訴えていなかった。 

   機関士Ａは、後部甲板上の様子が確認しやすいので、ふだんから

本件待機場所に座り、右手で手すりを持って後方を向いた状態で待

機していたが、本事故当時、本件斜め追い波を受けた際に手すりを

持っていたかについては目撃者がいなかった。 

(2) 本件待機場所及び本件ビットに関する情報 

本件待機場所は、左舷後部の甲板上から高さ約４２～８６cmの範

囲に設けられた幅約７０cmの階段であった。本件待機場所の左舷側

に手すりがあり、持ち手部分の直径は約３cm であった。（写真５参

照） 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本件ビットは、後部甲板上から高さ約３５cmの位置に設けられて

写真５ 本件待機場所 

42cm 

86cm 

70cm 

60cm 

40cm 

3cm 
手すり 
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おり、高さ約４３cm、直径約１８～２０cm のステンレス製であっ

た。（写真６参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本件待機場所から本件ビットまでの距離は、約５.３ｍであり、

後部甲板の中央付近には、本事故当時、乗組員７人が座って待機し

ていた。（写真７参照） 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

(3) 気象・海象等に関する情報 

   本事故当時、本船の周辺海域では白波が立ち、波高約２～３ｍ、

風力４の北西風で吹いていたが、ふだんこの程度の気象・海象条件

下での操業は実施されていた。 

本件斜め追い波について、操船中であった漁労長は、ふだん受け

る波による船体動揺との違いはないと感じた。また、機関士Ａ以外

の乗組員で体のバランスを崩すなどして飛ばされた者はいなかっ

た。 

(4) 乗組員の待機場所についての船長による指導に関する情報 

   船長は、本船の航行中に乗組員が待機する場所について、特段の

指導は行っていなかった。 

分析 

 乗組員等の関与 

 

あり 

写真７ 後部甲板の状況 

写真６ 本件ビット 
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5.3m 
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 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

なし 

あり 

(1) 機関士Ａの死亡について 

   機関士Ａの死因は骨盤骨折による出血性ショックであった。 

(2) 本事故発生の解析について 

  ① 機関士Ａは、ふだん待機をする際、船尾端に近くの舷側にある

本件待機場所に後方を向いて座り、右手で手すりを掴
つか

んでいた。 

  ② 本事故当時、風力４の北西風が吹く海面は白波が立ち、波高は

約２～３ｍであった。 

  ③ 機関士Ａは、体が宙に浮いて甲板上に着地した後、よろめきな

がら前のめりに倒れ込む形で、本件待機場所から本件ビットまで

の約５.３ｍを右舷側へ移動し、本件ビットに右腰部を打った。 

   ④ 後部甲板上に座っていた乗組員７人を含め、本件斜め追い波を

受けて飛ばされた者はいなかった。 

   以上から、機関士Ａは斜め追い波中で縦揺れに加え、横揺れや船

首揺れなどの影響も受けやすい本件待機場所に後方を向いて座り、

手すりを掴んでいなかったことから、本件斜め追い波を受けた際、

体が宙に浮いて甲板上に着地した後、よろめきながら前のめりに倒

れ込む形で右舷側へ移動し、本件ビットに右腰部を打ったものと考

えられる。 

(3) 本件斜め追い波について 

   次のことから、本件斜め追い波による船体動揺はふだん受ける波

による船体動揺と同程度であったものと考えられる。 

  ① 操船中の漁労長はふだん受ける波による船体動揺との違いはな

いと感じていた。 

  ② 機関士Ａ以外の乗組員で体のバランスを崩すなどして飛ばされ

た者はいなかった。 

原因  本事故は、本船が金華山東北東方沖において東方に向けて斜め追い

波中を航行中、機関士Ａが、船体動揺の影響を受けやすい本件待機場

所に後方を向いて座り、手すりを掴んでいなかったため、本件斜め追

い波を受けた際、体が宙に浮いて甲板上に着地した後、よろめきなが

ら前のめりに倒れ込む形で右舷側へ移動し、本件ビットに右腰部を 

打ったことにより発生したものと考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止及び被害の軽減に役立つ事項として、

次のことが考えられる。 

 ・船長は、波浪中を航行中、乗組員が暴露甲板で待機する場合、体

のバランスを崩して転倒したり、移動することで船体構造物に強

く接触したりすることのないよう、姿勢を低くし手すりなどを掴

んで体を保持するよう指導すること。 

 ・船長は、乗組員が体に痛み等を訴え続ける場合は速やかに医療機
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関から助言を受けること。また、船主等は、傷病者が沖合から離

れたところにいる場合は、必要に応じて「洋上救急*1」を利用す

ること。 

 

 

付図１ 事故発生場所概略図 

 

 

 
*1 「洋上救急」とは、洋上の船舶上で傷病者が発生し、医師による緊急の加療が必要な場合に、医師等を海上保安

庁の巡視船・ヘリコプター等により急送するとともに、患者を巡視船やヘリコプターに引き取り、医師の応急措置

を行いつつ、陸上の病院にできるだけ早く搬送するシステムのことをいう。 

（公社）日本水難救済会のウェブサイト「洋上救急事業」 URL https://www.mrj.or.jp/emergency/ 

※ 国土地理院Ｗｅｂサイトの地理院地図を加工して使用 

気仙沼港 

金華山灯台 

事故発生場所 
（令和６年１１月１９日 
１３時１０分頃発生） 


